
所管課による評価①

１．基本事項

川崎市港湾振興会館 評価対象年度

・事業者名　社団法人　川崎港振興協会
・代表者名　齋藤　文夫
・住所　川崎市川崎区東扇島３８－１

評価者

　平成２１年４月１日～平成２６年３月３１日 所管課

２．事業実績

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点
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業務改善による
サービス向上

施設名称

事業者名

指定期間

サービス向上の取組

利用実績
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（評価の理由）
　会議室の利用率は、前年比７割増と大幅な伸びを達成した。
　独自に市民及び学識経験者を含めた「川崎市港湾振興会館活性化委員会」を設置し、港湾振興会館の今後のあり方について取りまとめ
た。
　タワー棟１０階に設置されている展示機器の補修工事など、利用者へのサービス向上を図った。
　ビーチバレー場にて年間１２回、テニスコートにおいても年間１１回に及ぶイベント等への共催・後援を積極的に行い、市民に対するスポー
ツの振興、及び施設の認知度向上に努めた。
　港湾振興会館のマスコットキャラクターである「川丸くん」の着ぐるみを活用し、港湾振興会館内外において積極的に広報活動を行い、各種
メディアにも出演することにより会館の知名度を上げた。

10

事業成果 10

調査結果の分析を行い、満足度向上のための具体的な取組に反映しているか

10

会館利用者　２２１，３５８人（前年度２２５，０２５人）
展望室利用者　５５，８８１人（前年度５２，４５４人）　会議室・研修室利用件数　１，３７９件（前年度７９１件）
体育室専用利用件数　４０９件（前年度３７０件）　体育室個人利用者　１，４６６人（前年度１，６４７人）
テニスコート利用者　３６，７５４人（前年度４１，７６６人）　ビーチバレー場　１４，０３９人（前年度５，４８５人）

　タワー棟１０階展望室に設置された展示器機等の自主的補修
　ビーチバレー場及びテニスコートにおける各種イベントへの積極的な共催・後援
　月毎のアンケート集計・検証

サービスの利用促進への具体的な取組が為されているか

10

当初の事業目的を達成することができたか

利用者満足度調査を適切に実施しているか

適切なサービス
の提供

平成２２年度

港湾管理課長

港湾局川崎港管理センター港湾管理課

着眼点

提供すべきサービスが仕様書や実施計画等に基づいて適切に提供されたか

6

利用者への情報提供を適時かつ十分に行っているか

収入額　２１２，５６０，２８０円（前年度２１４，７８９，９２０円）｛内訳　指定管理事業収入　１４７，７８８，０００円（前
年度１４７，９４６，０００円）　会館事業収入　６４，７７２，２８０円（前年度６６，８４３，９２０円）｝
支出額　２００，６０１，０３５円（前年度２１０，８６３，６２９円）｛内訳　人件費　３８，１５８，１０９円（前年度３３，２４
２，２１３円）　物件費　１６２，４４２，９２６円（前年度１７７，６２１，４１６円）｝

利用者満足度

利用者の意見・
要望への対応

3

業務改善の取組によって具体的な効果があらわれたか

効率的な執行等、経費縮減の具体的な取組は為されたか

計画に基づく適正な支出が行われているか

5

利用者満足度は向上しているか

利用者ニーズの把握に努め、それを事業や管理に反映させる取組が為されている
か

利用者からの苦情や意見に対して、迅速かつ適切に対応しているか

（評価の理由）
　窓口など館内に設置された「意見箱」などから回収したアンケートを担当者が確認し、月毎に提出される月報の中で内容を検証している。
　定期的に「入居者連絡会議」を開くことによって、入居者の意見を直接収集するなど利便性向上に努めた。

8

3
事業実施による成果の測定が適切に行われているか

4 8

意見・要望の収集方法は適切だったか（十分な意見・要望を集めることができた
か）

支出に見合う効果は得られているか
効率的・効果的
な支出

実施計画と実際のサービス提供に「ずれ」が生じている場合、原因究明に必要な
取組が為されているか

業務改善が必要な場合に、現状分析、課題把握、改善策の検討と実施が行われ
ているか



適正な人員配置

連絡・連携体制

再委託管理

担当者のスキル
アップ

3 3 1.8

コンプライアンス

職員の労働条
件・労働環境

環境負荷の軽減 3 4 2.4

施設・設備の保
守管理

管理記録の整
備・保管

清掃業務

警備業務

外構・植栽管理

備品管理

４．総合評価

74.4 評価ランク

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

適
正
な
業
務
実
施 設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が適切に行われて

いるか

　平成２３年度は「川崎港開港６０周年」に当たり、川崎港の中心に位置する港湾振興会館への注目度も必然的に高まりつつある。この
機会を逃すことなく、これまで以上に市民へアピールするよう指導していく。
　限られた費用のなかで、最大限の効果を上げられるよう更に費用対効果を考慮し、利用者へのサービス向上に努めるよう指導してい
く。

　施設及び設備の老朽化が進んでいるが、適切な維持・管理を実施し、安心・安全な施設の維持に努めている。特に市の財政が逼迫
する中、自主的に破損箇所の補修工事を行い、改善を図るなど高い安全意識と実行力を評価した。
　また、「川崎市港湾振興会館活性化委員会」を立ち上げ、港湾振興会館の今後の活用について真摯に取り組む姿勢を評価した。
　会議室の利用状況については、収入面について大幅な下落が見られるが、利用率については前年度比約７割増と大きな飛躍を達成
しており、平成２１年度包括外部監査で指摘された事項への一つの回答が出されたと考える。

評価点合計 Ｃ

業務日誌・点検記録・修繕履歴等が適切に整備・保管されているか。

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検や整備等を適
切に実施しているか

施設内及び外構の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に利用できる環境を
維持しているか

施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等の未然防止に役
立っているか

（評価の理由）
　老朽化した各施設を自主的に改修するなど、安全に対する意識の高さを評価した。
　花園や植栽の整備の他に、鯉のぼりの掲揚、クリスマスツリーの設置など景観向上を図っている。

5

5

定期または随時の会議等によって所管課との連絡・連携が十分に図られているか

3

5 3 3

組
織
管
理
体
制

緊急時に警察や消防など関係機関と速やかに連携が図れるよう、連絡体制を構築
し、定期的に情報交換等を行っているか
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計
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・
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績

3 3

4

5

5

個人情報保護、その他の法令遵守のルール（規則・マニュアル等）と管理・監督体
制が整備され、適切な運用が為されているか

33

必要な人員（人数・有資格者等）が必要な場所に適切に配置されているか

事業収支に関して適正な会計処理が為されているか

適切な金銭管
理・会計手続

収入と預かり金等を区別し、適切に管理を行っているか

計画通りの収入が得られているか

収入の確保

収入増加のための具体的な取組が為されているか

（評価の理由）

（評価の理由）
　施設維持管理に携わる再委託先も施設に常駐していることから、異常発生時には行動を共にして、業務の確実な実行を確認している。
　危機管理体制に関しては、消防局やテナントなど関係者と連携を取り、防災訓練などを適切に行い管理体制を構築した。これによって東日
本大震災発生時には、速やかなる会館利用者への避難誘導など適切な対応を取れた。
　各テナントと協力関係を築き、新聞・ダンボール・コピー用紙のリサイクルなど、環境に配慮した業務の執行を徹底している。

業務知識や安全管理、法令遵守に関する研修が定期的に行われ、スタッフのスキ
ルとして浸透しているか

再委託先との連携調整が適宜・適切に行われ、業務の履行についても適切な監
視・確認が為されているか

事件・事故、犯罪、災害から利用者を守ることができる適切な安全管理体制となっ
ているか（人員配置、マニュアル、訓練等）

4
安全・安心への
取組

スタッフが業務を適正に実施するための、適切な労働条件や労働環境が整備され
ているか

11.2

外構を適切に管理（草刈、剪定、害虫駆除等）しているか

3

環境に配慮した調達や業務実施が行われているか

14 4


